
話  題 柄杓田の海でとれたイカを使った、干しイカづくり体験活動

話題の内容

■概  要    
干しイカづくりは、柄杓田の海の豊かさや恵みを子どもたちが知る機会に 
なることをねらい、本校で二十数年前から続いている体験活動である。 
当日は、本校校区内に在住の足立 清子様を講師に招き、柄杓田の海で 
とれたイカをつかって、干しイカづくりを行う。 
さばいた後は、専用のかごに入れ、運動場で天日干しをし、干しイカをつく
る。 
「海の自然」をテーマにした本活動を通して、「食」への興味・関心を 
高めるとともに、柄杓田小校区の自然環境のよさやすばらしさに気づき、 
地域を大切にする心情を育てていきたい。 
なお、コロナ禍で中断していた本活動は、今年、4年ぶりの実施となる。 

■日  時   令和５年６月２日（金） ９：００～１０：３０
■場  所   柄杓田小学校 家庭科室（イカをさばく活動） 
               運動場（イカを天日干しする活動） 
■参加者   本校全生徒、教職員 
        ※ 参観者 保護者（希望者） 

学校の概要 ■ 児童生徒数  ２３ 名 
■ 学 級 数   ３ 学級（複式学級） 

問い合せ先

■ 学 校 名  北九州市立 柄杓田小学校 
■ 所 在 地  北九州市門司区大字柄杓田１００２－１
■ 校  長  梶川 明夫   （教頭） 未配置 
■ 電話番号   ０９３－３４１－８７３４

備  考 雨天決行。（雨天の場合は、天日干し⇒室内干し とする。） 

※ 日程等が変更となる場合があります。取材の際は、事前に学校にご連絡ください。

令和５年５月２２日 

学校の話題提供（教育委員会）


